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東北での太陽電池新工場の建設決定について 

 

当社は、子会社であるソーラーフロンティア株式会社（代表取締役社長：玉井 裕人）のＣＩＳ薄膜

太陽電池工場「（仮称）東北工場」の建設を決定いたしましたのでお知らせします。 

 

記 

 

今回の決定は、当社が「中期経営アクションプラン」に掲げた、太陽電池事業の「グローバルリーダ

ーになる」という目的の達成に向けた次なる一歩として位置づけられるものであります。東北工場に導

入される最新の量産技術は、従来よりも高性能な製品をより効率的に生産することを可能にします。そ

の結果、変換効率を向上させた高性能ＣＩＳ薄膜太陽電池モジュールを、世界トップクラスの生産コス

トで実現できます。ソーラーフロンティアは 2010年に現在のブランドに統一して以降、これまで順調に

成長を遂げており、開発、生産、販売のいずれにおいても成果を出してきました。東北工場は、ソーラ

ーフロンティアが今後グローバルプレーヤーとしての地位を確立する技術的な礎になるとともに、海外

への販売を拡大していくことを見据え、海外生産拠点を展開するためのモデル工場としての役割も担っ

ています。 

同工場は、宮城県大衡村に立地し、ソーラーフロンティアが宮崎県に有する 3 つの工場に続く 4 番目

の生産拠点であり、年産 150ＭＷ（メガワット）の公称生産能力を持つＣＩＳ薄膜太陽電池工場です。2015

年 3月までの稼働開始、投資額は約 130億円を予定しています。 

 

なお、本建設着手の決定による当社の連結業績および単独業績に与える影響はともに軽微であると判

断しております。 

 

＜東北工場の概要（予定）＞ 

工場用地  宮城県黒川郡大衡村 第二仙台北部中核工業団地 

広さ  敷地面積 70,000m2  建屋延床面積 15,000m2 

生産規模  150MW/年 

生産開始  2015年 3月までに稼働開始予定 

従業員  およそ 100名を予定 

投資金額  約 130億円 

 

以 上 



＜ソーラーフロンティア東北工場 全体図＞ 

    

       

 


